
 

役員会（令和７年度第９回）議事要旨 

 

１．日 時    令和８年１月２２日（木）１６：５１～１７：１６ 

 

２．場 所    オンライン会議 

 

３．出席者 (参集) 塩﨑議長（学長） 

      (Webex) 加藤、太田、小谷、西村、ベントンの各委員（理事） 

 

  出席監事（参集）春本、柴田の両監事 

 

陪席者 (参集) 蜂谷、有賀の各課長 

    (Webex) 元平、筒井の両部長 

東、守山、田上、山本、伊賀の各課長 

         

（配付資料一覧） 

資料１     役員会（令和７年度第８回）議事要旨（案） 

資料２     国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学旅費支給規程等の一部改正について 

資料３     海外機関との学術交流協定の締結等について 

資料４     大和大学との包括協定締結について 

資料５     連携研究室における教育研究に関する協定の廃止について 

資料６     令和７年度第２次補正予算の編成について 

資料７     令和７年度 目的積立金の配分について（案） 

資料８     令和８年度 国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学 運営体制 

資料９     令和８年度文部科学省予算（案）の伝達概要 

資料１０    令和６年度決算検査報告説明会について 

資料１１    第２２回 国立大学法人等監事協議会総会等について（報告） 

資料１２    令和７年度外部資金の受入れについて 

 

４．議 事 

（前回議事要旨の確認） 

資料１に基づき、役員会（令和７年度第８回）議事要旨（案）について、原案のとおり承認した。 

 

 （審議事項） 

（１）国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学旅費支給規程等の一部改正について 

有賀会計課長から、資料２に基づき、国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学旅費支給規程等の一

部改正について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（主な意見は、次のとおり） 

・外国旅行の旅費における日当の区分の「指定都市」は、どのように決まっているのか。見直すこと

は難しいのか。 

→今は「指定都市」を決める根拠が旅費法にない。改正旅費法においては「指定都市」が必ずしも

宿泊料を高く設定されているわけではなく、いずれの都市を「指定都市」とするかの判断が難し

いため、本学の旅費規程では引き続き改正前の旅費法に準拠している。なお、規定の宿泊料を超

過した場合には、従来通り「宿泊料の調整に関する基準」により対応可能である。 

 

（２）海外機関との学術交流協定の締結について 

太田理事から、資料３に基づき、海外機関との学術交流協定の締結について説明があり、審議の結果、

原案のとおり承認した。 

 

（３）大和大学との包括協定の締結について 

加藤理事から、資料４に基づき、大和大学との包括協定の締結について説明があり、審議の結果、原



 

案のとおり承認した。 

 

（４）連携研究室における教育研究に関する協定の廃止について 

上久保領域長から、資料５に基づき、連携研究室における教育研究に関する協定の廃止について説明

があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（５）令和７年度補正予算（第２次）の編成について 

有賀会計課長から、資料６に基づき、令和７年度補正予算（第２次）の編成について説明があり、審

議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（６）令和７年度における目的積立金の配分案について 

有賀会計課長から、資料７に基づき、令和７年度における目的積立金の配分案について説明があり、

審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（報告事項） 

（１）令和８年度運営体制等について 

議長から、資料８に基づき、令和８年度運営体制等について、報告があった。 

     

（２）令和８年度予算に係る文部科学省からの伝達の概要について 

有賀会計課長から、資料９に基づき、令和８年度予算に係る文部科学省からの伝達の概要について、

報告があった。 

     

（３）令和６年度決算検査報告説明会について 

小谷理事から、資料１０に基づき、令和６年度決算検査報告説明会について、報告があった。 

     

（４）国立大学法人等監事協議会総会等について 

柴田監事から、資料１１に基づき、国立大学法人等監事協議会総会等について、報告があった。 

     

（５）令和７年度外部資金の受入れについて 

筒井事業推進部長から、資料１２に基づき、令和７年度外部資金の受入れについて、報告があった。 

     

 

以 上 


